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    ヴィタ ミン類 の局所作 用の研 究(第 一報)
            肝 油 の 局 所 作 用
               丸  山  勉
               盛  彌 壽 男
 肝油は経 口的 に使用 して全身的なる敷果があるのみならす,軟 膏 として創傷或は潰瘍局所 に
直接貼用す ることによb,そ の治癒が著るし く促進せ られる事實がL6hr① に依つて提唱せ ら
れ,臨 床的に廣 く認められ るに至つて居 る①.然 し又一方には少藪 ではあるが,共 の致果 を否
定 して居 る研究者 もある(3〕.
 著者等は肝油が致力あるものなれば,そ の中の如何なる成分1こ基 くもワ)であ るか を研究せん
とするに當1),試 瞼法 として治癒致果を数字的に示す方法 を考案 し,其 の定性的試験を明確 な
らしめん とし仁 實験の部に記せるが如 き方法によb肝 油についての試験を行つt二結果,治 癒
妓果の著 るしいことを確 め得た・
  實験 材 料 及 實 瞼 方法
 實験動物は総て成熟家兎を用ひ實験部位は左右雨殻の封照部で血管分布の相似た る個所 を選
揮 した.
 先づ耳殻の毛 を短 く勢 リアルコールで清拭 した後淺 く1.5・cm×2.O cmの 短形の皮切を加へ
其部の皮下 に05 %Novocain液 を注入する.然 らば皮膚は皮下粗霧結締組織か ら容易に塁上
せ られ,大 血管 を損することな く容易に左右略々等深面積の皮膚を切除 し得 る・
 切除後右1則には肝油軟膏 を左側には棚酸軟曹 を滅菌ガーゼに塗布せ るものを直接創面に貼付
して直 ちに糊帯する・
 肝油軟膏は肝油30gr無 水 ラノリン50 gr蜜 蝋15 grを 混和低温滅菌 しその無菌的な る事 を
増養試験 によつて確めた るものである.
 棚酸軟胃はrl本 藥局方によるもので低温滅菌せる ものである・
 創面の測定にはセロフノン紙を創面に密ノゴせしめて 透 き爲 し、,之 をブラシメー〃一を以 て
測定 しに.
 槻帯は2--3日 毎に交換 し,そ の際苔或は痂皮を有する場合には之を除去渦拭 した.
  實 験 成 績
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 所 見概 括 拉 に考 察
以liの 所 見 を概括 すれ ば次の 炎の通1〕で あ る.
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 本 表 よ り左 右 爾 側 の1日 の 雫 均 治 癒 率 を 求 む れ ば 次 表 の 如 くな る ・
                        右 側         左 側
       一 日フF均治癒 面 積               0。1675              0,1284
                       130.45                100.00
 上 記2表 に よ る肝 油 軟 膏 を 貼 用 せ る側 に 於 て は 棚 酸 軟 高 を 貼 用 せ る 側 よ り も常 に 治 癒 が 速 か
で あ ら,1日 雫 均 治 癒 率 は 前 者 は 後 者 の 約L3倍 で あ る事 が 解 つ た ・ 猫 封 照 と して 棚 酸 軟 高 の
他 に肝 油 を オ リー ブ油 と置 き換 へ た る もの に つ い て の 實 験 は 第2報 に 於 て 行 つ た.
 本 研 究 に終 始 御 懇 篤 な る援 助 を賜 りし東 大教 授 鈴 木 文助 博 士 に謝 意 を表 す.
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